
  

１．平成23年3月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年3月期第１四半期  6,208  16.6  122  －  △112  －  △88  －

22年3月期第１四半期  5,322  △19.9  △418  －  △460  －  △251  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年3月期第１四半期  △1,332  19  －  －

22年3月期第１四半期  △3,782  03  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年3月期第１四半期  22,818  5,935  25.9  88,678  35

22年3月期  22,130  6,357  28.6  95,057  31

（参考）自己資本 23年3月期第１四半期 5,906百万円 22年3月期 6,331百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年3月期  －  －  700 00 － － 700 00  1,400  00

23年3月期  －  －

23年3月期（予想）  700 00 － － 700 00  1,400  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  12,103  10.8  127  －  62  －  2  －  30  03

通期  25,600  9.9  493  －  368  －  168  －  2,522  11



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．２「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期１Ｑ 69,600株 22年3月期 69,600株

②  期末自己株式数 23年3月期１Ｑ 2,989株 22年3月期 2,989株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期１Ｑ 66,611株 22年3月期１Ｑ 66,611株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間における世界経済は、ギリシャの財政危機に端を発した欧州地域の金融不安から急激

な円高ユーロ安となる等、不安定な動きがあったものの、新興国地域の経済成長等により緩やかな回復基調で推移

いたしました。 

 このような状況の中、当社グループは“仕組みをつくる”をスローガンに掲げ、お客様のオンデマンド・ビジネ

スをサポートするための施策を積極的に展開いたしました。 

 具体的施策としましては、好調に推移したSG市場向け及びIP市場向けエントリーモデルのインクジェットプリン

タによって、対象市場における新規顧客開拓に注力し、商品の提供とともにユーザーの儲けに繋がるビジネスモデ

ルの提案をすることにより、インクジェットプリンタとカッティングプロッタによるオンデマンド生産の推進と製

品の拡販に努めました。 

 その結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は62億８百万円（前年同期比16.6％増）、営業利益は１億

22百万円（前年同期は営業損失４億18百万円）となりましたが、急激な円高ユーロ安の影響を受けたため為替差損

が発生したこと等により、経常損失は１億12百万円（前年同期は経常損失４億60百万円）、四半期純損失は88百万

円（前年同期は四半期純損失２億51百万円）となりました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

（日本） 

 日本におきましては、10ヶ所の営業拠点による日本国内販売とアジア・パシフィック地域（一部を除く）向けの

販売を展開しております。日本国内向けの売上は、SG市場向け及びIP市場向けの製品本体を中心に堅調に推移し、

アジア・パシフィック地域向けの売上も同様に堅調な推移となりました。その結果、外部顧客に対する売上高は30

億65百万円、営業利益は１億25百万円となりました。  

（北米） 

 北米におきましては、販売子会社MIMAKI USA,INC.のアトランタ本社コールセンターと、４つの拠点を中心とし

た保守サービス要員の配置により、日本地域同様の販売・サービス体制を整えるべく展開しております。主力のア

メリカ国内においては、不況による影響が長引いておりましたが、緩やかな回復基調で推移いたしました。その結

果、売上高は８億92百万円、営業利益は24百万円となりました。 

（欧州） 

 欧州におきましては、地域各国への販売を行う子会社MIMAKI EUROPE B.V.とドイツにおける販売子会社Mimaki-

nbn GmbHによって展開しております。ギリシャの財政危機に端を発した急激な円高ユーロ安による影響が大きかっ

たものの、売上は総じて順調に推移し、IP市場向けにおいて新製品を中心とした拡販を実らせたこと等により、為

替の悪影響を上回る伸長となりました。その結果、売上高は21億57百万円、営業利益は59百万円となりました。 

（アジア） 

 アジアにおきましては、部品調達、インク組立及び台湾での製品販売を行う子会社台湾御牧股份有限公司、イン

クを中心に当社グループ製品を製造する中国の御牧噴墨打印科技（浙江）有限公司、中国での製品販売を行う上海

御牧貿易有限公司の体制で展開し、製造・販売の仕組みづくりに注力いたしました。その結果、売上高は86百万

円、営業損失は61百万円となりました。 

（その他） 

 ブラジルにおける販売子会社MIMAKI BRASIL COMERCIO E IMPORTACAO LTDAにおいて、販売体制の整備と販路の開

拓に努めました。その結果、売上高は６百万円、営業損失は33百万円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における機種群別の売上は次のとおりであります。  

［機種群別売上高］  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  売上高（百万円） 構成比率（％） 対前年同期増減率（％）

Ｓ Ｇ 市 場 向 け  4,165  67.1  6.8

Ｉ Ｐ 市 場 向 け  1,206  19.4  55.8

Ｔ Ａ 市 場 向 け  364  5.9  42.4

そ の 他  472  7.6  20.8

合 計  6,208  100.0  16.6



 ［品目別売上高］ 

（SG市場向け） 

 既存製品を中心に拡販に努め、JV33シリーズ等の高画質・エントリーモデルの製品本体は底堅い推移を続けまし

た。カッティングプロッタ本体では伸び悩む傾向が続いておりましたが、高速・高画質の上位機種JV5シリーズに

回復の兆しが見られ、売上に貢献いたしました。その結果、売上高は41億65百万円（前年同期比6.8％増）となり

ました。 

（IP市場向け） 

 新製品を中心とした製品本体が順調に推移したことで売上の伸長に大きく貢献し、インク等消耗品についても堅

調に推移いたしました。環境対応に優れたUV硬化インクを使用したオンデマンド生産の推進を継続する中、平成22

年２月にLED-UV方式で圧倒的な低価格を実現したUJF-3042による提案が新規顧客の開拓等に奏功いたしました。そ

の結果、売上高は12億６百万円（同55.8％増）となりました。 

（TA市場向け） 

 平成21年10月に従来機種比で高速化、低ランニングコスト化を実現したデジタル捺染インクジェットプリンタ

Tx400-1800D、平成22年２月には伸縮素材の安定搬送を実現する機能を持ったTx400-1800Bを発売し、生産性とラン

ニングコストの両面での向上を訴求できる新製品をラインナップに加え、デジタル捺染ビジネス推進とともに拡販

に努めました。その結果、売上高は３億64百万円（同42.4％増）となりました。   

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、第１四半期累計期間における実績を踏まえ、円高への対策として第２四半期以降の主

要な為替レートを１米ドル＝88円、１ユーロ＝110円と想定するとともに、販売台数増加による生産高の増加に伴

う原価低減、経費削減、価格政策の見直し等を新たに織り込んだ計画の再検討を行いました。その結果、平成22年

５月11日に公表した「平成22年３月期決算短信」に記載の業績予想を据置いております。 

 なお、業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。今後の業績予想数値に修正の必要が

生じた場合には速やかに開示する予定です。  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

  これにより営業利益は 千円減少し、経常損失は 千円増加し、税金等調整前四半期純損失は

千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は、 千円でありま

す。 

②表示方法の変更 

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目で表示して

おります。  

  売上高（百万円） 構成比率（％） 対前年同期増減率（％）

製 品 本 体  3,177  51.2  27.3

イ ン ク  2,112  34.0  4.6

そ の 他  918  14.8  13.8

合 計  6,208  100.0  16.6

２．その他の情報

2,539 2,539 60,851

49,015



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,680,509 2,501,280

受取手形及び売掛金 4,030,051 4,062,629

商品及び製品 4,778,598 4,849,089

仕掛品 492,761 412,201

原材料及び貯蔵品 1,477,891 1,518,438

繰延税金資産 173,516 250,325

その他 422,148 752,643

貸倒引当金 △75,832 △123,484

流動資産合計 14,979,643 14,223,126

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,201,515 3,275,396

土地 1,306,536 1,306,536

その他（純額） 1,559,207 1,570,479

有形固定資産合計 6,067,258 6,152,412

無形固定資産   

のれん 110,264 137,830

その他 324,596 347,473

無形固定資産合計 434,860 485,304

投資その他の資産   

繰延税金資産 565,766 451,204

その他 852,448 901,105

貸倒引当金 △81,373 △82,852

投資その他の資産合計 1,336,842 1,269,457

固定資産合計 7,838,961 7,907,173

資産合計 22,818,604 22,130,300

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,070,816 5,304,999

短期借入金 5,837,660 4,214,300

1年内返済予定の長期借入金 807,804 836,376

未払法人税等 10,284 23,023

賞与引当金 132,744 299,499

製品保証引当金 156,253 152,279

その他 2,127,832 2,044,259

流動負債合計 14,143,395 12,874,737

固定負債   

長期借入金 1,931,480 2,122,724

退職給付引当金 294,489 281,816

資産除去債務 49,107 －

その他 464,321 493,946

固定負債合計 2,739,398 2,898,487

負債合計 16,882,794 15,773,224



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,015,168 2,015,168

資本剰余金 1,903,168 1,903,168

利益剰余金 2,950,653 3,086,019

自己株式 △199,930 △199,930

株主資本合計 6,669,061 6,804,427

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △6,795 △4,064

為替換算調整勘定 △755,312 △468,499

評価・換算差額等合計 △762,107 △472,564

新株予約権 28,856 25,213

純資産合計 5,935,809 6,357,075

負債純資産合計 22,818,604 22,130,300



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 5,322,754 6,208,795

売上原価 3,158,867 3,538,872

売上総利益 2,163,886 2,669,923

販売費及び一般管理費 2,582,171 2,547,195

営業利益又は営業損失（△） △418,284 122,727

営業外収益   

受取利息 1,175 1,219

受取配当金 2,621 3,578

その他 6,121 11,216

営業外収益合計 9,918 16,013

営業外費用   

支払利息 28,836 22,663

売上割引 10,926 14,008

為替差損 5,388 196,051

持分法による投資損失 － 13,975

その他 7,283 4,354

営業外費用合計 52,436 251,053

経常損失（△） △460,802 △112,311

特別利益   

固定資産売却益 6,043 1,107

貸倒引当金戻入額 － 47,629

特別利益合計 6,043 48,737

特別損失   

固定資産除却損 12,106 363

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 58,312

特別損失合計 12,106 58,675

税金等調整前四半期純損失（△） △466,865 △122,250

法人税、住民税及び事業税 14,428 9,629

法人税等調整額 △229,369 △43,141

法人税等合計 △214,940 △33,512

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △88,738

四半期純損失（△） △251,924 △88,738



 該当事項はありません。   

  

 該当事項はありません。   

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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